
酪農経営関係ヒアリング御協力者の概要 
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・所在地  総合農協として北海道中標津町及び 

別海町の一部エリア  

・設立年  1948年 計根別農協設立 

  2011年 TMRセンターアクシス 稼働 

2013年 TMRセンターエトス 稼働 

  2013年 TMRセンタールピナス大成 稼働 

  2016年 TMRセンターポラリス 稼働 

・農家戸数 酪農家戸数 121 戸（TMRセンター構成員数 33戸）

・事業内容（TMR センター エトス）

（収穫作業） 構成員で実施、運搬は一部外部委託 

（調製配送） 自走式ミキサーフィーダ―による調製、配送 1 日 1 回 

※夏場 2 回配送あり

・計根別農業協同組合管内の TMRセンター（令和４年実績）

構成員数 出荷乳量 面積 

33 戸 43,348.5 ㌧ 3,417.7ha 

・経営の特色等

地域で収穫された牧草及びデントコーンを原料とした TMR センター

が管内に複数ある総合農協。ICTを活用するほか、乳成分結果を全構

成員に提示を行い、TMR の変更や各農家の飼養管理に活かし、構成員

の経営改善を図っている。 
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TMRセンターと農家経営の関係性

計根別農業協同組合 代表理事組合⻑ 北村 篤



JAけねべつの概要

144戸正組合員数（令和4年）

121戸酪農家戸数

22戸
（内 9戸TMRセンター）

新規参入戸数（Ｈ22年～）

９1,612.2㌧出荷乳量

11,444.1ha耕地面積

10,576.3ha牧草

867.8haサイレージ用とうもろこし
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JAけねべつ管内のTMRセンター

面積
（Ｒ4年）

出荷乳量
（Ｒ4年）

構成員数稼働年TMRセンター名

1,159.9ha14,310.8㌧16戸平成23年アクシス

832.0ha9,094.4㌧7戸平成25年株式会社エトス

472.2ha6,328.1㌧2戸平成25年株式会社ルピナス大成

953.6ha13,615.2㌧8戸平成28年株式会社ポラリス

3,417.7ha43,348.5㌧33戸

JAけねべつ管内に占める割合
酪農家戸数の27.3％

面積の 29.8 ％
出荷乳量の47.3％

２



JAけねべつ管内とTMRセンターの改良率

改良率改良面積JAけねべつ総面積

3.69%422.9ha11,444.1ha

内 TMR改良率内 TMR改良面積内 TMR面積

5.08％173.7ha3,417.7ha

JAけねべつ管内全体改良率の内
TMRセンターの更新率41.0％
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エトスの概略
• バンカーサイロ ・収穫本数/年

12ｍ×2.7ｍ×50ｍ 27本 内 １番牧草 10本
９ｍ×2.7ｍ×50ｍ 4本 ２番牧草 5本

計 31本 デントコーン 5本

※在庫分は常時バンガーにあり、ロールも作成している。

（収穫作業） 構成員で実施、運搬は⼀部外部委託
（調製配送） ⾃⾛式ミキサーフィーダ―による調製、配送1⽇1回

※夏場2回配送あり
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エトス構成員の乳量、経産牛推移（H30.12～R5.12）

H30.12 R1.12 R2.12 R3.12 R4.12

年間出荷乳量 7,988.6 8,291.6 9,063.7 10,374.9 9,576.2

個体乳量 10,142 10,428 10,678 11,591 11,417

経産牛頭数 808 837 902 930 828
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出荷乳量並びに経産牛頭数増加、個体乳量についてはR4以降生産抑制により減少。
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エトス 過去5年間の草地改良

R5R4R3R2R1
単位ha

831.0832.0769.1806.6812.3総面積

642.7642.0587.0585.9612.7内草地

149.6151.2151.5151.9151.4内DC

38.738.830.668.848.2内更新

4.66%4.66%3.98%8.53%5.93%更新率

• 過去5年間平均改良率
→5.6％
（約35~40ha）

• DC新畑割合
→約15〜20％
（約30〜40ha）

６



直近5年 粗飼料分析結果①

DM（乾物） CP（タンパク質）
TDN（可消化養分

総量）

Oa（高消化性繊

維）

Ob（低消化性繊

維）
NDF

GS1全道平均 32.06 10.94 55.87 5.80 64.59 68.11

GS1エトス 23.95 10.41 55.62 6.62 65.99 69.91

GS2全道平均 34.52 13.69 57.24 4.76 59.91 61.89

GS2エトス 24.91 13.80 55.6 5.33 61.82 63.53
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粗飼料分析結果（直近5年平均）

GS1全道平均 GS1エトス GS2全道平均 GS2エトス

乳酸発酵もしている為
発酵品質も問題なし！
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直近5年 粗飼料分析結果②

DM（乾物）
CP（タンパク

質）

TDN（可消化養

分総量）

Oa（高消化性

繊維）

Ob（低消化性

繊維）
NDF

STA（デンプ

ン）

デントコーン全道平均 28.63 8.34 70.94 6.18 39.81 43.91 27.06

デントコーンエトス 29.79 8.59 71.33 7.19 40.62 43.86 27.55
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デントコーン分析結果（直近5年平均）

DM及びTDN、STAの値が平均より高い。
適期収穫により栄養のあるDCサイレージである。
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エトス育成センター 預託頭数推移

単位：頭
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エトス育成センター 預託頭数推移

飼養頭数

構成員１件規模拡大 構成員１件規模拡大
構成員１件地域内移
転による規模拡大

構成員１件規模拡大

子牛の飼養管理を統一する事により、個体乳量の平準化を図る事ができる。
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粗飼料生産を含めた毎月乳飼比（センター未加入者）

合計12月11月10月9月8月7月6月5月4月3月2月1月
単位：千円

132,43613,10711,64311,60111,32811,54711,10210,7759,93710,4179,75210,52910,698乳代

10,2244071,7086437,122344牧草資材関係

53,5683,6663,8073,9494,4674,8524,6174,1883,6304,6014,8044,9556,032飼料費

6,8962,5464503,900コントラ代金

3,0713,071更新費

63,5113,6666,3533,9494,7674,9784,6178,0883,6304,6017,8754,9556,032合計

48.0%28.0%54.6%34.0%42.1%43.1%41.6%75.1%36.5%44.2%80.8%47.1%56.4%乳飼比

更新費や肥料費等により月の乳飼比にバラツキがある。また、精算前に費用の準備が必要である
10



粗飼料生産を含めた毎月乳飼比（センター加入者）

合計12月11月10月9月8月7月6月5月4月3月2月1月
単位：千円

175,49915,96314,70214,86915,74015,05515,19215,47613,67112,57113,27015,30513,685乳代

0牧草資材関係

103,5298,2479,8678,6858,5598,4988,6998,5618,2078,0778,3508,9668,813飼料費

0コントラ代金

0更新費

103,5298,2479,8678,6858,5598,4988,6998,5618,2078,0778,3508,9668,813合計

59.0%51.7%67.1%58.4%54.4%56.4%57.3%55.3%60.0%64.3%62.9%58.6%64.4%乳飼比

更新費や肥料費等は飼料費に含まれている為、月の乳飼比の平準化できる。また、精算前準備不要。
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バルク乳モニター検査

乳成分結果を構成員に開示する事により、異変の早期発見、TMR内容の変更につなが
る。異変を発見した場合はホクレン担当者や農協職員、構成員で協力して解決につな
げる。それによりセンター全体の乳質や乳量の向上につなげている。 12



稼働して11年経過して…
・エトスとして

①地域内の離農、休農があり草地⾯積が増える→TMRセンターが農地の受け⽫となって
いるのが現状→規模拡⼤や新たなTMR構成員等供給先が必要→R6. 1⼾規模拡⼤

②構成員の計画的な規模拡⼤5⼾→育成センターの拡⼤が必要→クラスター事業等がない
と拡⼤は厳しい（個⼈で⾒ると拡⼤だが地域としては維持となっている）

・地域として
①離農、休農により農地の受け⽫が必要→TMRセンターが受け⽫となっている。

農地を有効活⽤し、草地の⽣産性を⾼めることで、今後、国産粗飼料の供給基地とな
ることができる。

②良質な粗飼料をTMRセンター内利⽤以上に⽣産するには、⽣産→収穫→貯蔵→流通→
販売と安定した品質でなければならない。これからも課題解決に向け、スマート技術
を活⽤し、地域で協⼒し進んでいく。
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